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採
草
地
の
土
壌
分
析
結
果
に
つ
い
て
図

１
に
示
し
ま
し
た
。 

分
析
を
お
こ
な
っ
た
２
０
ほ
場
の
う
ち
、

約
８
割
が
㏗
基
準
値
未
満
で
あ
り
、
交
換

性
石
灰
含
有
量
は
ほ
と
ん
ど
の
ほ
場
で
基

準
よ
り
低
い
状
態
で
し
た
。
ま
た
、
有
効
態

リ
ン
酸
、
交
換
性
カ
リ
お
よ
び
交
換
性
苦

土
は
全
体
的
に
蓄
積
傾
向
に
あ
り
、
熱
水

抽
出
性
窒
素
は
全
て
の
ほ
場
で
が
高
い
傾

向
で
し
た
。 

              

低
㏗
と
低
石
灰
含
量 

石
灰
濃
度
が
低
く
、
土
壌
㏗
が
低
い
場

合
は
、
牧
草
の
リ
ン
酸
、
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど

の
養
分
吸
収
阻
害
が
生
じ
、
収
量
に
影
響

し
ま
す
。 

土
壌
の
㏗
矯
正
は
、
草
地
更
新
の
際
に

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
（
炭
カ
ル
）
な
ど
を
施
用

し
お
こ
な
わ
れ
ま
す
が
、
年
月
を
経
る
に

つ
れ
、
石
灰
濃
度
は
低
下
し
、
土
壌
㏗
は
低

下
し
て
い
き
ま
す
。 

要
因
は
①
降
雨
に
よ
る
流
亡
、
②
施
肥

に
よ
る
土
壌
中
の
陰
イ
オ
ン
量
の
増
加
、

③
牧
草
収
穫
に
よ
る
ほ
場
外
へ
の
持
ち
出

し
、
④
た
い
肥
等
の
腐
植
酸
の
影
響
と
考

え
ら
れ
ま
す
。 

                   

維
持
草
地
へ
の
石
灰
資
材
施
用 

維
持
草
地
に
お
い
て
も
、
炭
カ
ル
な
ど

の
石
灰
資
材
を
施
用
し
土
壌
の
酸
性
化
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。
㏗
５
．
５
～
６
．
０
の

場
合
、
㏗
の
維
持
に
は
年
間
４
０
㎏
／
１

０a

の
炭
カ
ル
施
用
が
必
要
で
す
（
表
１
）。 

 

ス
ラ
リ
ー
等
散
布
に
よ
る
養
分
蓄
積 

標
準
量
に
近
い
施
肥
を
し
て
い
る
ほ
場

で
は
、
ス
ラ
リ
ー
等
を
毎
年
施
用
す
る
こ

と
で
、
カ
リ
や
苦
土
な
ど
の
養
分
が
過
剰

に
蓄
積
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
熱

水
抽
出
性
窒
素
が
高
ま
り
、
窒
素
多
肥
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

ス
ラ
リ
ー
等
の
施
用
と
施
肥 

窒
素
多
肥
の
場
合
、
収
量
は
増
加
し
ま

す
が
、
原
料
草
の
溶
解
性
タ
ン
パ
ク
の
割

合
が
増
加
し
ま
す
。
ま
た
、
収
穫
時
期
に
よ

っ
て
は
硝
酸
態
窒
素
含
量
が
増
加
し
、
高

㏗
サ
イ
レ
ー
ジ
で
は
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素

に
変
化
し
ま
す
。 

①
土
壌
分
析
値
に
基
づ
い
て
牧
草
の
生

育
に
必
要
な
養
分
量
を
決
定
し
、 

②
ス
ラ
リ
ー
等
の
成
分
を
把
握
し
た
上

で
化
学
肥
料
量
を
減
ら
し
て
施
用
し
、
牧

草
生
育
に
必
要
な
養
分
量
を
ま
か
な
う
こ

と
で
粗
飼
料
の
確
保
と
サ
イ
レ
ー
ジ
品
質

の
両
立
を
は
か
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

ス
ラ
リ
ー
等
の
養
分
含
有
量 

ス
ラ
リ
ー
等
を
施
用
す
る
こ
と
で
牧
草

に
供
給
さ
れ
る
肥
料
養
分
量
は
表
３
の
と

お
り
で
す
が
、
十
勝
農
協
連
な
ど
に
依
頼

し
て
成
分
分
析
を
お
こ
な
う
こ
と
で
詳
細

な
含
有
量
を
把
握
す
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。 

ま
た
、
電
気
伝
導
度
（
Ｅ
Ｃ
）
と
乾
物
率

（
Ｄ
Ｍ
、
重
量
％
）
を
測
定
す
る
こ
と
で
簡

易
に
肥
料
養
分
量
を
推
定
す
る
方
法
も
あ

り
、
こ
の
簡
易
分
析
は
普
及
セ
ン
タ
ー
で

も
測
定
可
能
で
す
。 

  

       

 

   

 

ほ
場
の
土
壌
化
学
性
は
変
化
し
ま
す
。

２
～
３
年
毎
に
土
壌
分
析
を
お
こ
な
っ
て

現
在
の
ほ
場
の
状
況
を
把
握
し
、
必
要
量

の
肥
料
、
石
灰
資
材
を
施
用
し
ま
し
ょ
う
。 

ス
ラ
リ
ー
等
の
成
分
把
握
や
施
肥
設
計

に
つ
い
て
は
Ｊ
Ａ
、
普
及
セ
ン
タ
ー
等
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

土中カルシウムの流亡、持ち出し 

チッ素 リン酸 カリ

（N） （P2O5） （K2O）

たい肥

（火山性土）

（土壌分析値あり）

種類

表３　牧草に供給される肥料養分量（維持管理草地　kg/現物ｔ）

1 1 3

スラリー 2 0.5 4

(北海道施肥ガイドより）

pH（H2O） ～5.5 5.5～6.0 6.0～

表１　施肥標準（石灰（採草地・放牧草地共通））

40kg/10a・年 不要

(北海道施肥ガイドより）

0-5cm土層のpHを6.0に
改良するのに必要な量

炭カル施用量

炭カル 53% 100
防散炭カル 50% 106

防散苦土炭カル 55% 96
ライムケーキ 32% 166

アルカリ分
同一酸度中和に
要する資材量比

表２　石灰資材例

土
壌
分
析
を
実
施
し
て
ほ
場
の
状
況
に

合
っ
た
施
肥
管
理
を 


